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パー間における勉強会

を月に一度 1原目J第 1

日曜 日1開 催tッます

また 年に一度はワー

クシ∃ッフ |十年11月

2ワ日に立致大学 田中

治彦教l‐をお迎えして

ログハウスで開催され

た開発教育勉強会 |を

開催したいと考えてい

ます

ι月2日に行われた第

1同WG活 動には 11

人が参力□[´「軍隊を捨

てた匡コスタリカJの

M「 Aで |ま 今年度から新たな勉強会として 「開発

教育ワーキング クルーフ IW(う |が発足tンました

このクルーフは 国際理解や国際協力をはじめ.l

発 i景境 人権 平オUなどをテーマに II続 的に学習

する機会を言1けることをLl的と( て́います.

今年度は 手始めとt′て開発教育に開わ/・さまざま

な学習会 シンホシウムヘの参力Uを行うこととt  ́ ま

ビデオを1監賞.そ の後 FTl発教育全国集会沖縄大会に

参加さオせた洞内さム′から大会報告を受けまし′た

意見交換では .・1育から見る日本の子どもたちの現

状 コスタリカとの比較など活発FJ意見が交わされま

した

W Gで はフロジェクトメンパーを募集しています

申し,み はメールで mげa@イurea or  pへ、

6 4 開発教育ワーキンググループ勉強会

610 11 」CA研 修員ホームステイ

610 11 守谷市青少年海外派遣事前研修会

7 2 開発教育ワーキンググループ勉強会

712 外国人のための日本語講座修了式

819 20 北守谷地区夏まつり出店

826 27 きらめき守谷 夢彩都フェスタ2006出 店

2006年4月～8月2主●事業____ノ/

4 2 開発教育ワーキンググループ勉強会

422 」CA筑 波国際センターー般公開参力D

430 守谷市国際交流協会理事会

5 8 日本語講座講師講習会

510 第34回外国人のための日本語講座

520 国際交流ミニサッカー大会参力0

528 2006年 度M FA総 会

第 1回勉強会



5月 28日 午後1時から 0グ ハウスで守谷市国際交

流協会2006年 度総会が行われました。参カロ者は 昨

年より少ない33人 でした。

会長挨拶 来賓として出席された市役所寺田次長の

挨拶と市長のメッセージ紹介のあと 議事に入り

2005年 度活動報告および決算 監査意見が承認され

ました。その後 役員の一部変更 (青年交流および曰

本語講座委員長が交代したことにより 新たな理事と

して櫻丼友香氏 飯田孝道氏が就任。また 2人 の理

事から退任の申し出があった)が 承認されました。続

いて2006年 度事業計画および予算が可決されました。

議事の終了後 平成 17年度ラオスブ0ジ ェク トの

成果および2006年 度守谷市青少年海外派遣について

報告が行われました。

2006年 度予算 (収入)

会費

鳥ま金  23'0000 :含

費 守谷市国際交流基金

事業 収入  13380001語 学議座 コンサート参力□賛など

総会の終了後 元」CA筑

波国際センター所長の森本

勝氏が 「国際交流とNGOJ

と題して講演を行いました。

ODAの 現状 タイ ラオ

ス カンポジアについての

国際協力の具体的な紹介が

あり 有意義なア ドバイス

をいただきました。

その後 懇親会を行い 午

後4時30分に開会しました。

繰  越  金    356342

台   :十
  1 4080342

2006年度予算 (支出)

前年度績越金

講師の森本 勝さん

1小 川会長挨拶
皆さん こんにちは.  1

守谷市国際交流協会も再 〕

来年には設立20周年を迎え 1

ます。もう20年 も経つのか
'な という感じで総会を迎 |

えました。総会に出席する |

人は少ないが 県下でも守 |

谷市交流協会の事業は注目 }

されています。3月 10日に l

は 茨城県国際化推進奨励 |

賞をいただきました。普通
1

は受賞は一度だけですが 当協会は三度日です。さ |
まざまな事業を行っていることが評価されたわけで |

すが 特筆すべきはラオスプロジェクトです。この |

事業は」CAと 一体となって 「草の根技術協力事業 |

1地域提案型,Jと いうことでラオスの教育関係者を |

守谷市に招いて研修してもらう事業です。大きな自 ‐

治体の行政主導ならともかく 市民主体で活・IJして
|

いる団体が請け負い実施するということは大変なこ
‐

とで はかには例がありません。そういうことで守

谷市の活動は注目を集めていますが それをこの協 |

会の人たちはさらりとやってしまう。ところがそん )
なすごいことをやっているという意識が本人たちに )

はあまりありません.先 般 ラオスの研修曇の方を 、

訪ねました。研修で得た成果を確認するためです。|

日本では当たり前のことが ラオスでは貴重なアド〕

バイスになっていることを実感しました。いろいろ '
な意味で相互の理解を深めることに役立った事業で |
あったことを実感してきました。          |

国際交流協会の原点は自分が楽しむことです。そ :
して楽し0と 同時に一緒に汗を流してほしいと思っ:

ています。今日の総会で何かをつかんでいただけれ I

はと思い 挨拶といたします。          )
L

う
‘

予算額 (円)1     補  考

3199000 各専問委員会事業

100000  交通費

74000  保険料

459000 事務用品 郵送料

周年 記念事業準備基金など



Λ
〓

の支度を手伝しヽまtンた●

在住タト国人 121カ国

55人 )を 含め14チーム

157人 が競豪に参カロ.協

会を含・
‐
ポランティアスタッフや市職昌が30人 その

ほかスホーツ少年団保護者などを合わせると400人が

集まる一大イベン トでした.

また 今年はF FAワール ドカッフが ドイツで開催

5月20日 常l‐運動公園で 国際交流ミニサッカー

大会が行われ 守谷市国際交流協会は焼そばを作つた

リ フランクフルトツーセージをポイルするなど昼食

され 守谷市とドイ

ツのマインブルク市

が姉妹都市を結んで

いることなどからド

イツ大使館が後援

J CA筑 波が協賛す

るなど 国際的な大

会になりました。

11日は アンケートを見ると 家庭でくつろいだtl

ショッビングに出かけたり 巻き寿しを一緒に作った

り 東京に行ったり 各家庭思い思いのもでなして過

ごしたようです。中には 「国の代表で来ているのだ

から 自分の国を失0ってはしい 日本の文化を知って

帰りたい という貪欲さを持ってほしいJ「会話を楽

しめなかった。勉強のためのみ日本に来たみたいで

日本に興味がないようだ`期 待していただけにがっか
llしたJと い った辛□の意見もありました。

1泊2日の短期ホームステイ.互 いの緊張感が解け

て心を通わせるのには 短いかと思われますが 次回

も受け入れてくださるとのこと,快 く受けてくれたホ

ストファミリーの皆様には心より感謝申し[げます.

「原料の麦やホッフの輸入先はどのように決

ォ勃ガイ鰍おこt鳥==糧ゝ 讚
6月 10日  11

0 もりやアヤメ

祭 りにあわせて

」CAttl_●曇ホー

ムステイを行いま

した。研修員の参

力□国は モンゴル

3人  マダガスカ

ル2人 スリランカ1人 ネハール1人 バングラデシ

ュ1人の5カ国 8人 .受 入家庭は7家庭でした.

10日のアサヒビールエ場見学は 時間をオーバーし

たほど好評でした。研修員は発展途上国から日本に短

期間学びにきている農業関係の研究者が多いせいか

TXイ ベントで

MIFAの活動を紹介
8月26日 2?日 に行われた 「きらめき守谷 夢彩都

フェスタ2006Jに 参カロしました。

TX開 業 1周年を記念して行われたイベントは 守谷

駅西□駅前広場を会場に75フースが並び 夏休み最後

の週末を楽しむ親子連れなどで賑わいました.

ステージではょさこいソーラン踊り守谷大会 中国

雑技国の曲芸などが行われ 国際交流lib会のプースは

活動を紹介するハネル展示 ラオス民芸品やクリーリ
ーのポールベンの販売を行いました,バ ネルを見て協

会の活動に興味を持った方から説明を求められるな

ど 回を重ねるごとに充実した内容となっています.

国際交流員のリビッターさんによるドイツのクイズ

も好評で 8Jのl.●会にt,このような企画で参加いただ

けれはと思いました。
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Jじ 4策 滋一般公開
4月 22日  J CA筑 波国際センターー般公開に 国

際lit力 交流団体として出展しました.

これは科学7支術週間行事の一環として4月21日 22

日の2日間センターを解放するもので 団体のPRは そ

のうちの22日 だけです.当 協会は パネル展示 |ラオ

スフロジェクト 姉妹都市関連, 資料の配布 クッ

ズの販売を行いました。

各フースには 国際交流団体のほか 」CA JC巨

J CA研 修員による国別のプースや民族衣装討着コー

ナーもあl1 2日 間で500人 の入場者がありました.

せっかくの機会なので各ブースを回りましたが 知

らない団体t,あり 情報を大手し 今後の参考にした

いと考えてい.‐す.こ のような催しには積極的に参加

するべきたと思いました。

青年交旅

香員 会 鮮 ″―に錦転
MIFA ●

の
ヽ 夕

t・
サログ61じ お話
9月 3日  0グ ハ ウスで

M FAサ ロン 「日系ブラジル人

ふじみさんのお話～二つの祖

国に想いを寄せてJが 行われ

ました.お 天気にも恵まれ

予想していた以 卜に多くの方

が参加されました。

ます スクリーンフロジェク トを使 って日系プラジ

ル人の移民史が語られ 明治時代 資しか ,た日本か

ら移住した移民の苦労を改めて知りました ふしみさ

んは 波乱万丈な個人史を隠すことなく誠実に紹介さ

れ・tした,そ の後 フラジルの国民食 「フェジ∃ンJ

のレシヒの紹介 討食と続き 初めて食べたフェシヨ

ンはとてもおいしく お代りする人もいてこ飯が足リ

なくな ってしまいました.

フラジルのお車子が出されたティータイムも楽し

く 有意義な一日となりました,

8月 19日 20日 の北守谷地区夏祭りに青年交流委員

会が出店しました.

昨年まではターツでしたが 今年は 「ヨーヨー釣りJ

でした.,競合する店があるとPHDいたので ヨーヨーだ

けでなくカフセルの中に景品交換券を入れ 釣り上げ

た人には用意した景品と交換できるよう工夫したた

め 客足が絶えることがありませんでした.

初めは発電機が不調で流水が起こらず手で流れを作

るなど大変でtンたが 途中からは電動水流機も順調に

動いてくれました.た だ 思 った以上にお客さんが多

く ヨーヨーは手仕事で膨らませるので 最後までヨ

ーヨーと紙縫り作りに追われました。それても今年グ

リーリーに派遣された学生も全目参力Dしてくれたので

交代で作業ができ '日 間で6万円の収益を上けるなど

i曰張りました.

この収益はスリランカの学生の誂学を援助している

団体を通して 奨学金として送られます。
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